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From Xinfang (Petition) to Collective Behavior
The Implication of the Weng’an Riot
Youko MATSUDO
Abstract
　本稿の目的は，甕安事件の政治学的なインプリケーションを析出することにある。
　甕安事件では人口 10万人の鎮（県政府庁舎がある甕安県城のこと）で小学生を含む 3万人が抗議
行動のために街へ繰り出し，共産党ビル，行政庁舎や警察署を襲い破壊，略奪や放火を行なった。も
とはと言えば 1人の女子中学生が川で死亡したというありふれた事件 /事故が，なぜ大暴動に発展し
たのか？その背景には，農民たちが集団陳情のために 2000㌔離れた北京の党中央や中央官庁まで訪
れていた深刻な現実が存在する。
　当時の甕安は豊かな燐鉱石の保有によって高度経済成長下で一気に景気が上向いたほか，国家プロ
ジェクトの「西部大開発」の始動に連れて莫大なインフラ投資が始まり，ダム・発電所・工業団地の
建設や企業再編とリストラ，町の大規模な再開発などが目白押しの状態であった。全土で展開するス
クラップ＆ビルドが甕安でも進行していた。そのために強制立退き，補償問題，環境汚染のほかに権
力層（党・行政の官僚や警察などの幹部たち）とヤクザとの癒着によって治安が極度に悪化していた。
個人陳情や集団陳情案件の未解決状態の蓄積がまさに大暴動の前奏となっていた。
　この事件とその修復過程や暴動に先行した諸陳情活動を分析することで，「官本位」と呼ばれる社
会主義中国の社会秩序の態様や秩序形成の特徴を炙り出すことができる。
